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　我が国の総人口は，1967 年には１億人を超えたが，2008 年の 1 億 2,808 万人をピークに減少
に転じ 1），2018 年には 1 億 2,644 万人となった 2）。そのうち 65 歳以上人口は 3,558 万人で，総
人口に占める高齢化率は28.1％となっている。高齢化率は今後も上昇し続けることが見込まれてお
り，2036 年には 33.3％となり，3 人に 1 人が高齢者という時代が到来すると推定されている 3）。65
歳以上の高齢者をめぐる世帯状況は，1980 年には三世代世帯の割合が最も多く，全体の 50.1％
を占めていたが，2017 年には全世帯 5,042 万 5 千世帯に対し65 歳以上の者がいる世帯が 2,378
万 7 千世帯で，全世帯の 47.2％を占めている。この世帯のうち 26.4％（627 万 4 千世帯）が単独




































































式会社であり，2010 年に 18 戸，2012 年に 52 戸建設された。構造は自然素材を基調とした木造
建ての戸建て住宅である。A棟 1 階建，B棟 2 階建，C棟 1 階建，D棟 2 階建，E棟 2 階建となっ





























　　②調査期間：2018 年 3 月
　　③調査方法：各住戸に配布，郵送回収








　　⑤主観的幸福感関連についてはネガティブ質問 9 項目およびポジティブ質問 3 項目
　調査項目の作成にあたっては，松岡（2011）を参考にした。特に主観的幸福感を測る尺度とし




















居住者の属性(n=36) 2018 年調査 居住者の属性(n=36) 2018 年調査
(人) (％) (人) (％)
年齢





65 歳〜 69 歳 8 22.2 配偶者 6 16.7
70 歳〜 74 歳 9 25.0 子ども 0 0.0
75 歳〜 79 歳 13 36.1 その他 2 5.6
80 歳〜 84 歳 2 5.6 無回答 1 2.8




90 歳〜 94 歳 0 0.0 無 23 63.9
性別









要支援 1 0 0.0 どちらともいえない 16 44.4
要支援 2 0 0.0 どちらかといえば悪い 4 11.1
要介護 1 0 0.0 悪い 2 5.6
要介護 2 0 0.0 無回答 1 2.8




要介護 4 0 0.0 無 31 86.1





（36.1%），地元の栃木県 5 人（13.9%），神奈川県 4 人（11.1%），福島県・埼玉県・大阪府・
兵庫県は各 2 人（それぞれ 5.5%），千葉県 1 人（2.8%），不明 5 人（13.9%）であった。地元から
の住み替えよりは，他の都道府県から住み替えた居住者が多く，必ずしも住み慣れた地域内での
住み替えではないことがわかる。以前の住まいの住宅の種類（Q2）を図 1 に，以前の住まいでの
同居者（Q3）を図 2 に示した。以前の住まいは持ち家が多く，戸建て，マンションを合わせて 26 人
（72.2％）になっている。また，以前一人暮らしであった人が 14 人（38.9％）と最も多かった。
　現在の住まいの同居状況は，上記の表 1（居住者の基本属性）からわかるように，一人暮らしが















ろ，不安に思うことが“ある”人は 29 人（80.6%），“不安に思うことがない”人は 6 人（16.7%），無回





























































“おはよう”などあいさつをする人 （人） 32 2 2 36 36 0 0 36（％） 88.9 5.6 5.6 100.0 100.0 0.0 0.0 100.0
あいさつだけでなく，世間話をする人 （人） 24 10 2 36 30 4 2 36（％） 66.7 27.8 5.6 100.0 83.3 11.1 5.6 100.0
友人 （人） 26 8 2 36 26 10 0 36（％） 72.2 22.2 5.6 100.0 72.2 27.8 0.0 100.0
お互いの家を行き来する人 （人） 23 11 2 36 19 13 4 36（％） 63.9 30.6 5.6 100.0 52.8 36.1 11.1 100.0
一緒に買い物に行く人　　 （人） 10 21 5 36 15 18 3 36（％） 27.8 58.3 13.9 100.0 41.7 50.0 8.3 100.0
一緒にお茶や食事をする人 （人） 22 12 2 36 27 4 5 36（％） 61.1 33.3 5.6 100.0 75.0 11.1 13.9 100.0
サークル活動や趣味の仲間  　 （人） 22 11 3 36 29 4 3 36（％） 61.1 30.6 8.3 100.0 80.6 11.1 8.3 100.0
散歩を一緒にする人 （人） 3 26 7 36 13 18 5 36（％） 8.3 72.2 19.4 100.0 36.1 50.0 13.9 100.0
困ったときに話せる人　 （人） 18 13 5 36 20 11 5 36（％） 50.0 36.1 13.9 100.0 55.6 30.6 13.9 100.0
ご近所の方の相談にのったこと （人） 11 20 5 36 17 15 4 36（％） 30.6 55.6 13.9 100.0 47.2 41.7 11.1 100.0
困ったときに手助けしてもらったこと （人） 19 13 4 36 21 10 5 36（％） 52.8 36.1 11.1 100.0 58.3 27.8 13.9 100.0






















































“おはよう”などあいさつをする人 （人） 20 13 3 36（％） 55.6 36.1 8.3 100.0
あいさつだけでなく，世間話をする人 （人） 10 21 5 36（％） 27.8 58.3 13.9 100.0
友人 （人） 13 23 0 36（％） 33.3 55.6 11.1 100.0
お互いの家を行き来する人 （人） 4 25 7 36（％） 11.1 69.4 19.4 100.0
一緒に買い物に行く人 （人） 4 27 5 36（％） 11.1 75.0 13.9 100.0
一緒にお茶や食事をする人 （人） 13 21 2 36（％） 36.1 58.3 5.6 100.0
サークル活動や趣味の仲間 （人） 9 22 5 36（％） 25.0 61.1 13.9 100.0
散歩を一緒にする人 （人） 2 26 8 36（％） 5.6 72.2 22.2 100.0
困ったときに話せる人 （人） 7 22 7 36（％） 19.4 61.1 19.4 100.0
ご近所の方の相談にのったこと （人） 4 26 6 36（％） 11.1 72.2 16.7 100.0
困ったときに手助けしてもらったこと （人） 9 22 5 36（％） 25.0 61.1 13.9 100.0
困った方の手助けをしたこと （人） 4 26 6 36（％） 11.1 72.2 16.7 100.0
（6）住み心地
　現在の住宅の住み心地について，どのように感じているのかを尋ねた（Q10）。“良い”が 16 人
（44.4%）と“やや良い”が 10 人（27.8%）で合わせて 26 人（72.2％）が住み心地が良いと感じてお
り， “やや悪い”が 4 人（11.1％）と“悪い”が 0 人，どちらとも言えないが 5 人（13.9％），無回答 1 人
（2.8％）であった。
　“良い”，“やや良い”と回答した26人にその理由を尋ねた結果を図7に示した。また， “やや悪い”
と回答した 4 人にその理由を尋ねた結果を図 8 に示した。


























“良い・やや良い”と回答した人（20 人） “悪い・やや悪い”と回答した人（5 人）
どんなところが良いと思うか どんなところが悪いと思うか
（人） （％） （人） （％）
自然の環境 20 100.0 0 0.0
住宅の設備 15 75.0 3 60.0
地域の環境 10 50.0 1 20.0
人との付き合い 9 45.0 2 40.0
気候 5 25.0 1 20.0
その他 8 40.0 3 60.0
無回答 1 5.0 1 20.0
（7）居住継続意向 
　現在の住宅に住み続けたいと思っているかどうかを尋ねた（Q12）。“住み続けたい”が 21 人
（58.3％），“どちらかというと住み続けたい”が 6 人（16.7％），“どちらともいえない”が 7 人（19.4%），
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計良い どちらともいえない 悪い 無回答
現在の住宅に
住み続けたいですか
はい 23 2 2 0 27
どちらともいえない 3 2 2 0 7
いいえ 0 1 0 0 1
無回答 0 0 0 1 1
計 26 5 4 1 36
　現在の住宅の住み心地を良いと肯定的に回答している居住者は 26 人おり，そのうちの 23 人
（85％）が住み続けたいと回答している。住み心地が“悪い”と“どちらとも言えない”という居住者
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 （調査対象者は 60 歳以上の男女である）
 8） QOL（Quality of Life）は生活の質という言葉をあてはめるが，定義が明確ではなく研究分野によって意味
が違うことがある。古谷野（2004）は，QOLの様々な定義を（1）個人の状態 （2）環境条件 （3）個人の主観的評
価の 3 つの項目の組み合わせで 7 つのパターンに分類している。即ち，①  QOL=（個人の状態） ②  QOL=
（環境条件） ③  QOL=（評価結果） ④  QOL=（個人の状態，環境条件） ⑤  QOL=（個人の状態，評価結果）⑥ 
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ていたが，その後 17 項目に改定され，さらにLiang（1987）による 12 項目があり，主観的幸福感の構成概
念にも安定性が認められている。調査ではこの 12 項目のスケールを使用した。PGCモラール・スケールの
12 項目は以下のとおりである。1）人生は年をとるにしたがって，悪くなる 2）去年と同じように元気だ 3）
さびしいと感じることがある 4）小さいことを気にするようになった 5）若い時と同じように幸福だ 6）年を
とって役に立たなくなった 7）気になって眠れないことがある 8）生きていても仕方がないと思うことがあ
る 9）今の生活に満足している 10）悲しいことが沢山ある 11）物ごとをいつも深刻に考える 12）心配ごとがあ
るとおろおろする
13） 厚生労働省政策統括官,平成 30 年国民生活基礎調査（平成 28 年）の結果「グラフでみる世帯の状況」，年齢別
にみた 65 歳以上の者の子との同居状況別の構成割合，
 https://www.mhlw.go.jp/toukei/list/dl/20-21-h28.pdf，2019/10/13
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Q13：   ①サービス付き高齢者向け住宅の良いと思われる点をご記入ください。
　　　②サービス付き高齢者向け住宅の悪いと思われる点をご記入ください。
